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《連載》質問です！こんなとき、どうするの？ 

Q 後見人が転居することになりました。同じ市内での引越なので、ご本人への面会

もこれまで通りできますし、引き続き後見業務を行うことは可能です。 住所が変わる

ことによって何か必要な手続きはありますか？ 

A 役所に転居の届出をしたときに、新住所の住民票の写しを取得しましょう。家庭裁

判所へ連絡票で後見人が転居したことを連絡し、住民票の写し（コピー可）を添付して

ください。また、東京法務局へ変更の登記の申請を行います。法務局において住民基本

台帳ネットワークを利用して住所変更の事実を確認することができるときは、住民票の

写し等の添付を省略することができます。変更の登記の申請とあわせて新しい登記事項

証明書の申請をすると良いと思います。 

※後見人・保佐人・補助人ハンドブック（P26～P28 ）

https://www.courts.go.jp/tokyo-f/vc-files/tokyo-f/kouken/0201R0404.pdf 

※東京法務局ホームページ

https://houmukyoku.moj.go.jp/tokyo/category_00006.html 

『利用進まない任意後見』  

多摩南部成年後見センター所長  小林正人  

成年後見制度は２種。基本的に本人や家族だけで後見人を決められない法定後見、

自分だけで決められる任意後見の２種。５年前からの利用者の伸びは法定後見が

11.24%、任意後見が4.56%と任意は低調。任意後見契約時の年齢は83歳が最多

で、平均は80.16歳、年代別では70～80代が最多、100歳超の人もいて、任意後

見契約の内容の意味を正しく理解して契約できているのか  

と心配になります。任意の費用の相場は家裁公表の法定後見の  

目安よりやや高め。現在、所謂お１人様が増加中で任意後見の利用 

ニーズが高まっているので、最近改正議論が始まった法定後見と

同様に、任意後見も使い易く法改正して欲しいものです。

たまなんレター 

転居したときに 

必要な手続きを教えて

ください！ 

豆知識 家庭裁判所には 

個人情報（マイナンバー）の

記載が無い住民票の写しを

提出しましょう。 

http://www.kouken-center.or.jp/
https://www.courts.go.jp/tokyo-f/vc-files/tokyo-f/kouken/0201R0404.pdf
https://houmukyoku.moj.go.jp/tokyo/category_00006.html


 

   

後見人連絡会  

令和５年11月2２日、「地域の新たな権利擁護の取り組み」をテーマ

に調布市社会福祉協議会のあんしん未来支援事業、多摩市社会福祉協議

会の高齢者あんしんサポート事業について、ご説明をいただきました。  

後半会場で、グループワークも行いました。

事業についての質疑応答が活発に行われ、親

族 の 支 援 が 得 ら れ な い 単 身 世 帯 の 高 齢 者 が

増 加 傾 向 に な っ て い る な か で の 取 り 組 み に

対する関心の高さがうかがえました。  

 

家庭裁判所研修  

令和６年 1 月 18 日、東京家庭裁判所立川支部の書記官及び調査官４名

を講師としてお迎えし「成年後見制度の最近の動向につい

て～報酬の考え方と具体的な報告の仕方、市民後見人の活

躍支援等～」をテーマに研修を行いました。  

会場とオンラインと合わせて 79 名の参加がありテーマ

への高い関心がうかがえました。  

講師より、最近の動向についての説明と、事例を通して報

酬の考え方と具体的な報告の仕方について詳しい説明があ

りました。また、市民後見人についても時間をかけて受任の状況を説明い

ただき、家庭裁判所の立場として、まずは市民後見人にふさわしい事案で

選任されるよう、選任イメージや活動イメージについて関係機関との認識

の共有が重要と考えているとの話がありました。  

最後に事前に寄せられた参加者からの質問に一つ一つ説明いただき閉会

となりました。参加者アンケートでは仕事に役立つ部分があったという多

くの回答をいただきました。  

市民後見人 zoom カフェ  
 令和5年度の市民後見人zoomカフェは11月と2月に開催しました。

新しい取り組みとして、意思決定支援ミニクイズを行いました。改め

て、意志決定支援について考え、皆で意見を出し合う等、活発な意見を

交わすことが出来ました。また、後見業務で聞きたいことなどをベテラ

ンの市民後見人からアドバイスいただいたり、終始なごやかな雰囲気で

話がはずみました。  

 

後見人連絡会、家庭裁判所研修は、令和６年度も開催予定です。  

皆様、ぜひご参加ください。また、研修のテーマを募集中です。  

聞いてみたいテーマがありましたら当センターまでお知らせください。  

 

 

 
 

 


